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背景と動機

• プロジェクト振り返り（反省会）の実施規定が無い

�反省会を実施していない

�一部実施しているが…

• 関係者へメールで報告する

• 集まって良い点、悪い点を発表する

知ってたの?!知ってたの?!

改善点は？改善点は？

何の話し？何の話し？

只、やっていただけだった…

本質的な情報共有が出来ていない

問題の再発、再調査が発生

只、やっていただけだった…

本質的な情報共有が出来ていない

問題の再発、再調査が発生
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反省会の定義

• 反省会というのは・・・

• プロジェクトを通してチームメンバが過去の行動

を省みて改善活動に繋げる

• チームメンバ１人ひとりが改善活動に取り組むこ

とで考える力を養い成長を促す
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反省会の課題

a. 問題点に対する改善策が網羅されていない

b. 準備不足から発言が少なく、発言に対する考

察が足りない

c. 議事録が無い、発表のルールが無い

d. 若手の発言機会が損なわれている

e. チームメンバにとっての嬉しさや意義を感じて

いない
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振り返り方法

• KPT法、マインドマップ

�枠組みだけ導入したため使いこなせなかった

• アセスメントの診断方法 SWOR分析

**************
**********

************
******

リスク

（Risk）

**************
***

************
**********

改善の機会

（Opportunity）

弱み

（Weakness）

強み

（Strength）セルフアセスメントに使えるので

あれば、プロジェクトの

振り返りにでも使えるのでは?!

セルフアセスメントに使えるので

あれば、プロジェクトの

振り返りにでも使えるのでは?!



7

振り返り分析シートの策定

3

2

1

悪かった点

3

2

1

良かった点

改善点リスク診断結果工程
自他問わずプ

ロジェクトを進め

た中で、褒められ

る点を挙げる

効率よく進めら

れた点、工夫・改

善した点など

自他問わずプ

ロジェクトを進め

た中で、褒められ

る点を挙げる

効率よく進めら

れた点、工夫・改

善した点など

自他問わずプ

ロジェクトや会社

に影響を与えた

点を挙げる

問題が発生し

た事象と原因や

心情も記載する

自他問わずプ

ロジェクトや会社

に影響を与えた

点を挙げる

問題が発生し

た事象と原因や

心情も記載する

良かった点や悪

かった点を、放置

するとプロジェクト

や会社にどのよう

な影響を与える恐

れがあるかを記載

する

良かった点は改

善しなかった場合

や裏返した場合を

考慮する

良かった点や悪

かった点を、放置

するとプロジェクト

や会社にどのよう

な影響を与える恐

れがあるかを記載

する

良かった点は改

善しなかった場合

や裏返した場合を

考慮する

診断結果の原因、リ

スクを取り除くには何

をしたら良いのかを記

載する

理想論ではなく自分

が実施する立場となっ

て具体的に実施するこ

とを記載する

診断結果の原因、リ

スクを取り除くには何

をしたら良いのかを記

載する

理想論ではなく自分

が実施する立場となっ

て具体的に実施するこ

とを記載する
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反省会の進め方

① 振り返り分析シート作成依頼

• プロジェクト完了後、１週間以内の開催

を告知する

• プロジェクト規模が大きい案件は作業工

程の合間に実施する

② チームリーダーによる確認

• シートをざっと確認する

（分析の深さ、改善点の具体性、文法な

ど）

③ 反省会の開催

• 進行役：チームリーダー、書記係り：１名

• チームメンバ全員が発表、チーム全員

がコメントする（記載内容、改善点の実

現性）

• 発表順は若手から、最後はチームリー

ダー

チーム

リーダー

チーム

リーダー

チーム

メンバ

チーム

メンバ

①作成依頼

シート提出

②ざっと確認

シート作成

差し戻し

③反省会

a) 作成者の発表

b) 作成者以外がコメント
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実際の記載例
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実際の記載例（抜粋）

更に効率のよい確

認方法を探すべき?

まず時間が掛かっ

たのが妥当かどう

かを考えます。妥当

であれば良いです

が、多いなと感じる

ようであれば何に

何故“多い”と感じた

のか。（略）ちょっと

考えてみてください。

毎日の朝会、夜会

で進捗確認の時間

が多くかかってし

まった。

複数のプロジェクト

が同時に走ってい

たため、ボードにプ

ロジェクトの進捗を

貼りだしたことで、

すべてのプロジェク

トの進捗をグループ

全員で確認すること

が出来た。

良かった点

改善点リスク診断結果

リスクになって

いない（事実）

リスクになって

いない（事実）
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実際の記載例（抜粋）

進捗一覧表のテン

プレを更新。

どの様に更新する

のかも書いて下さ

い。

進捗一覧表の単体

テスト作成欄に「ス

タブファイルへの影

響確認」チェック

ボックスを設け、単

体テスト作成者が

一覧に影響範囲を

書き出す。

作業漏れ。テスト実

施後の修正が大幅

に必要になる。

Aフォルダ以下で移

動したファイルの影

響範囲としてAテス

トフォルダ以下を忘

れていた。

--

原因)進捗一覧表に

書いてなかった。誰

が書くか明確になっ

てなかった。

悪かった点

改善点リスク診断結果
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HAZOPガイドワードの導入

• 課題：診断結果の項目数が少ない

�HAZOP分析のガイドワードを使う

ガイドワード 解釈 事例

none 意図したことが起こらない 客先承認印を貰い忘れていた

more 意図した量を超える 見積り工数を超過した

less 意図した量を欠ける 見積り工数よりも少なく実施できた

as well as 意図したことは達成するが、余分なことをした

分担したチェックシートで重複項目が

あった

part of 意図した一部のみ達成した チェックシートで一部実施漏れがあった

reverse 意図したことと反対のことが起きる ON/OFFの仕様を逆に解釈していた

other than 意図したこととまったく異なることが起きる 客先との仕様解釈に違いがあった

early 意図したより早く起こった

いち早く状況を確認することで影響を押

さえされた

late 意図したより遅く起こった リーダへの報告が遅れた

Before 意図したより前に起こった

リリース前に仕様漏れを発見することが

出来た

After 意図したより後に起こった 客先承認後に変更要求が発生した

機能安全機能安全
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分析資料として活用

• 振り返り分析シートをまとめる

• 定期的に改善実施状況の確認を行う

• チームの問題点を俯瞰、対策のテコ入れ反省会の分類 0プログラム作成 35 23.33333納品 21 37.33333進捗管理 21 51.33333単体テスト 20 64.66667設計 17 76打ち合せ 11 83.33333調査 9 89.33333結合テスト 7 94ツール 7 98.66667開発環境 2 100150
反省会パレート図

05101520
25303540

プログラム作成納品進捗管理単体テスト 設計打ち合せ調査結合テストツール開発環境
発生数（個） 01020304050

60708090100 累積比率（％）
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効果とまとめ

a. 問題点に対する改善策が網羅されていない

� 振り返り分析シートにマトリックス表形式採用

� 診断結果やリスクに対する改善漏れを解消

• 導入前：

� Aプロジェクト 悪かった点１１項目→改善点５項目

� Bプロジェクト 悪かった点８項目→改善点２項目

• 導入後：

�改善漏れなし
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効果とまとめ

b. 準備不足から発言が少なく、発言に対する考察が

足りない

� 振り返り分析シート・HAZOPガイドワードの導入

� チームリーダーによる事前チェック

� 診断結果（発言）の増加、具体的な改善案の提示

• 導入前（プロジェクト平均）：

� 良かった点３項目、悪かった点１０項目、改善点７項目

• 導入後（プロジェクト平均） ：

� 良かった点８項目、悪かった点２３項目、改善点31項目

�項目数２～４割増
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効果とまとめ

c. 議事録が無い、発表のルールが無い

� 品質保証活動の一環として反省会実施を規定

� 振り返り分析シートの展開や進め方を明記

• 導入前：

� 反省会が開催されるのはチームリーダー次第

� 進め方も統一されていない

• 導入後：

� 反省会の実施率が向上

�反省会の記録（振り返り分析シート、議事

録）が第三者からも読み易くなった
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効果とまとめ

d. 若手の発言機会が損なわれている

� 若手から発言することを義務付ける

• 導入前：

� 書記係、聞き役、「特にありません」発言

• 導入後：

�若手の発言回数が増加

�先輩社員へ波及効果も
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効果とまとめ

e. チームメンバにとっての嬉しさや意義を感じて

いない

� 自分で改善策を出すことでやらされ感を低減

• 導入前：

� 改善策はよく発言する人が考えるもの

• 導入後：

�リスクや問題を改善する癖付け

�プロジェクト実施中に改善提案
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今後の課題

25.25 15 3.75
39.5 11.25 5 24.5 9.25

12.5 15 4
11.25

16.25 6
37

6010
2030
4050
6070

案件A1346h 案件B481.75h 案件C165.5h 案件D1386h 案件E1201.5h 案件F260.25h 案件G1107.5h 案件H464.5h
反省会実施資料作成

• 反省会に掛かる工数が増大

�発表項目を精査して発表数を制限

• 制限方針：重複したら若手優先、チーム共通の話題、
一人一つ良いこと、持ち時間30分
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ご清聴ありがとうございました


